安全衛生協力会会則

制定　　　平成１２年　９月　１日

改定　　　平成１９年　９月　１日

株式会社　大　　勝　安全衛生協力会

株式会社大勝　安全衛生協力会会則

(目 的)

第１条　　株式会社　大　　勝（以下会社という）の関連協力会社が、会社と相提携して、　　　　　人命尊重を基本理念とし、工事の安全施工及び災害の未然防止と作業員の安全衛生教育、安全管理の向上を図ることを目的とする。

（名称・事務局）

第2条 　本会は株式会社大勝 安全衛生協力会（以下本会という）と称し、事務局を横浜市西区平沼1丁目3番13号に置く。

（会 員）

第3条 　１．本会の会員は次の関連協力会社とする。

［1］ 会社と工事下請負契約を締結して工事を施工する協力会社。

［2］ 仮設建物及びそれに付帯する工事を施工する協力会社。

［3］ 会社と車両及び重機類賃貸借契約（運転員付）を締結した協力会社。

［4］ その他安全衛生委員会が審査承認した特に認めた協力会社。（２次以下の会社を含む）

［5］ 会員は正会員と準会員（正会員以外のもの）からなるものとする。

２．正会員及び準会員の資格

　　［ｲ］  会社の推薦を受け、安全衛生委員会の審査承認を得たものを正会員とする。

　　　　　または、その正会員の推薦を受け、会社、安全衛生委員会の審査承認を受けた会社も正会員の資格を得ることが出来る。

［2］ 上記以外で承認外注業者を準会員とする。

（入 会）

第４条　　入会は会社との下請負契約締結と同時に成立する。入会を拒否する場合は入会拒否の事由を書面をもって提出する。

正当な事由でないと安全衛生協力会が判断した場合、事業所における作業を制限または入場を禁止する。

（会員資格の喪失）

第５条　　会員が次の各号の一つに該当する場合は、会員の資格を喪失する。

1． 本会規則に違反したとき。

2． 本会の名誉を著しく失墜させる行為があったとき。

3． 脱会を申し出たとき。

（活 動）

第６条　　本会は第１条の目的を達成するために下記の活動を行う。

　　　　　１．安全・衛生に関する各種行事及び教育の企画立案並びに実施。

　　　　　２．施工管理能力・技術の向上に関する教育・指導。

　　　　　３．その他本会の目的達成に必要な事項。

（機関の種類）

第７条　　本会は次の機関によって行う。

　　　　　１．総 会

　　　　　２．安全衛生委員会（会長、副会長、理事、監事により構成）

　　　　　３．専門部会
　　　　　４．事務局

（総会の開催）

第８条　　総会は本会の最高決議機関であり、正会員及び準会員により構成され定期総　　　　　会は毎年１回会計年度終了後２ヶ月以内に会長がこれを招集する。

　　　　なお次の場合は１ヶ月以内に会長は臨時総会を開催すべく招集しなければならない。

　　　　　１．安全衛生委員会の要請があったとき。

　　　　　２．正会員の１０分の３以上の要求があったとき。

（総会の成立、決議）

第９条　　総会は正会員の２分の１以上の出席により成立し、その出席者の過半数の賛同を得て決定する。

（総会の付議事項）

第10条 総会は次の事項を付議しなければならない。

１．事業報告並びに事業計画。

２．会計収支報告並びに予算。

３．役員の選出。

４．会則の改廃。

５．その他特に重要と認めたもの。

（総会の運営）

第１１条　　総会の運営は次により行う。

１．総会の議長は立候補、推薦による。立候補、推薦が無い場合は会長があたる。

２．議事日程並びに議事次第は安全衛生委員会にて定める。

３．採決の手法は議長に一任する。

（安全衛生委員会の開催）

第１２条　　安全衛生委員会は総会に次ぐ決議機関であって会長・副会長、理事および監事で構成し、定期および臨時に会長が招集すると共に議長にあたる。

　　　　　なお、必要応じて会社の役職者に出席を依頼することが出来る。

（安全衛生委員会の付議事項）

第１３条　　役員会は次の事項を付議しなければならない。

　　　　　　１．事業の運営。

　　　　　　２．正会員の入会審査および推薦。

　　　　　　３．顧問の委嘱。

　　　　　　４．担当役員の任命。

（専門部会）

第１４条　　第６条の事業を円滑に推進するために理事はそれぞれの業務を分担担当する。

（役員会の種類）

第１５条　　本会次の役員を置く。

　　　　　　１．会　　長　　　　１名

　　　　　　２．副 会 長　　　　３名程度
　　　　　　３．理　　事　　　１０名程度

　　　　　　４．監　　事　　　　２名

　　　　　　５．事 務 局　　　　２名程度

（役員の任期）

第１６条　　役員の任期は２年とし、再選を妨げない。

（会計年度）

第１７条　　本会の会計年度は９月１日より翌年８月３１日迄をもって１期とする。

（会　費）

第１８条　　会員及び準会員は本会の運営に必要な基金及び経費を下記に定める基準により協力会費として、納入するものとする。

　　　　　比率の変更については会社と安全衛生委員会との協議により決定する。

　　　　　　１．工事支払高　×２ / １０００（消費税を除いた額に比率を掛ける）

２．前項の協力会費は会員及び準会員の毎月出来高により計上し、翌月の　　　　　　　　支払工事代金より相殺する。

　　　　　　３．協力会費は工事支払高より徴収するものとし、徴収金額が１００円未満については切り捨てる。

４．納入した協力会費は如何なる理由があっても返却しない。

（会計報告）

第１９条　　年度末の会計報告は、監事の正確であることの証明を付けて会員に報告を

　　　　　しなければならない。

（除　名）

第２０条　　会員及び準会員で次の事項に該当するときは安全衛生委員会の決議を得て除名できる。

　　　　　　１．会則又は総会の決議を遵守せず、その他本会の目的に反する行為があったとき。

　　　　　　２．本会の名誉又は信用を毀損すると認められる行為があったとき。

（表　彰）

第２１条　　会員及び準会員で次の事項に該当するときは役員会の決議を経て団体又は個人を表彰することが出来る。

　　　　　　１．本会の目的達成のため特に努力し、模範になると認められたとき。

　　　　　　２．本会のために永年協力し、特に功労のあることが認められたとき。

付　　則

（実施期日）

第２２条　　１．本規約は平成１２年９月１日より実施する。

２．本規約は平成１９年９月１日より改定実施する。

制定　平成１６年０５月１７日

改定　平成１９年０９月０１日

慶弔金支給規程

（目的）

第１条　　本規則は株式会社大勝安全衛生協力会（以下本会という）規約に基づき慶弔見舞金を支給する。

（慶弔金）

第2条　　表１および注意書きにより、それぞれ支給する。

表１　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	　　　　　　　資格

支給項目
	本会正会員
	会社社員

	
	代表者
	従業員
	主任以上
	他

	結婚祝い
	30,000
	10,000
	20,000
	10,000

	業務上傷病見舞金
	20,000
	勤続年数1年以上、未満

	
	
	以上
	未満
	以上
	未満
	以上
	未満

	
	
	10,000
	5,000
	30,000
	10,000
	20,000
	10,000

	業務上死亡弔慰金
	100,000
	50,000
	30,000
	100,000
	50,000
	50,000
	30,000

	業務外死亡弔慰金
	50,000
	30,000
	10,000
	50,000
	10,000
	30,000
	10,000

	家族死亡香料
	30,000
	20,000
	10,000
	20,000
	10,000
	10,000
	10,000


※1　「結婚祝い」は、別途祝電費用を支給する。

※2　「業務上傷病見舞金」は休業１ヶ月以上となった場合に支給する。

※3　「業務上死亡弔慰金」、「業務外死亡弔慰金」、「家族死亡香料」は生花、弔電費用を別途支給する。

※4　会員代表者は原則として、代表取締役社長とする。

※5　会員従業員は原則として、株式会社大勝担当者とする。

※6　「家族死亡香料」は１親等までの支給とする。
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